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『コリントの信徒のみなさんへ 第一』私訳( )

阿 部 包

前号（第12号）に掲載した『コリントの信徒のみなさんへ 第一』（ ）

に続いて，その（ ）を掲載する。今回は12章から16章までであり，

今回の掲載をもってこの手紙の私訳は完結する。今回掲載する部分の小

見出しを列記すると，霊の賜物について>，多くの部分でも一つのから

だ>， 愛>， 異言と預言>， すべては秩序のうちに>， キリストの復

活>， 死者の復活>， 復活のからだ>， 聖なる人々のための募金>， 旅

行の計画>， 最後の勧告と挨拶>となる。

今回の部分で一般に最もよく知られているのは，13章のいわゆる「愛

の賛歌」であろう。しかし，その他にも，重要な個所が少なくない。12

章12節以下（ 多くの部分でも一つのからだ>）は，われわれのからだを

比喩として用いながら，教会を「キリストのからだ」として描く興味深

い箇所である。また，14章以下（ 異言と預言>，すべては秩序のうちに>）

は，いかなる賜物も「キリストのからだ」である教会を建設するために

用いよと勧告する実際的な個所である。さらに，15章以下（ キリストの

復活>， 死者の復活>， 復活のからだ>）は，キリストの復活に関する最

古の伝承を今に伝え，同時に世界に死をもたらしたアダムと命をもたら

したキリストという対比を打ち出す。16章初めは，エルサレム（使徒）

会議の席で指示されたエルサレム教会の 聖なる人々のための募金>に

関する依頼を記す。

この募金は，２コリント９章で，改めて取り上げられる問題である。

なお，翻訳に際して心がけた原則は，従来の「私訳」のとおりで，ギ

リシア語原文と対照しながら読んで分かりやすいこと，また，日本語と

しても自然に論理展開を追うことができること（すなわち，ギリシア語



原文の文章の流れや論理展開を重視し，可能な限り元のギリシア語の文

章の順番どおり訳出した）である。訳注に関しても従来の方式を踏襲し，

ページ毎の脚注形式で，必要最小限にとどめた。

なお，翻訳に当たって参照した主な文献に限って，次に挙げておく。

原文

･NESTLE-ALAND, NOVUM TESTAMENTUM GRAECE, Ed.

XXVII,Deutsche Bibelgesellschaft,Stuttgart,1993.

･Alfred Rahlfs,SEPTUAGINTA. Id est Vetus Testamentum graece
 

iuxta LXX interpretes.Wurttembergische Bibelanstalt, Stuttgart,

1977.

辞書・コンコーダンス

･岩隈直『増補・改定 新約ギリシア語辞典』山本書店，2006年（初版

1971年）。

･Bauer-Aland,Griecisch-deutsches Worterbuch zu den Schriften des
 

Neuen Testaments, 6., vollig neu bearbeitete Auflage, Walter de
 

Gruyter,1988.

･荒井献・H.J.マルクス（監修）『ギリシア語 新約聖書釈義辞典』教文

館（ ：1993年， ：1994年， ：1995年）。

･LIDDEL & SCOTT, A Greek-English Lexicon, revised and aug-

mented throughout by Sir Henry Stuart Jones,OUP,1983(1843).

･Computer-Konkordanz zum Novum Testamentum Graece, Walter
 

de Gruyter,1980.

翻訳

･協会訳：『聖書』日本聖書協会，1975年（旧約1955年改訳，新約1954

年改訳）。

･バルバロ訳：『口語訳 旧約新約 聖書』ドン・ボスコ社，1968年（第

４版。初版1964年。翻訳者：バルバローデル・コル）。

･新改訳：『聖書 新改訳 注・引照付』日本聖書刊行会，1973年。

･フランシスコ会聖書研究所訳：『聖書 原文校訂による口語訳 パウ

ロ書簡 第二巻 コリント人への第一の手紙，コリント人への第二の

手紙』中央出版社（現サンパウロ），1977年。
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･前田訳：『新約聖書 前田護郎訳』中央公論社，1983年。

･柳生訳：『新約聖書 柳生直行訳』新教出版社，1994年（第一版第５

刷。第一刷1985年）。

･新共同訳：『聖書 新共同訳 旧約聖書続編つき』日本聖書協会，2003

年（初版1987年）。

･青野訳：『新約聖書翻訳委員会訳 新約聖書』岩波書店，2004年（この

うちの「パウロ書簡」部分：青野太潮訳）。

･田川訳：田川健三 訳著『新約聖書 訳と注 ３パウロ書簡 その一』

作品社，2007年（この巻は，１テサロニケ，ガラテヤ，１コリント，

２コリントを収録）。

･本田訳：本田哲郎訳『コリントの人々への手紙』新世社，2004年（第

２版。初版2000年）。

･NRSV:Bruce M.Metzger and Roland E.Murphy(eds.),The New
 

Oxford Annotated Bible.New Revised Standard Version,OUP,1991

(1973).

･Donald Senior(General Editor),The Catholic Study Bible.The New
 

American Bible,OUP,1990.

その他

･C.K.Barrett,The First Epistle to the Corinthians, Harpers New
 

Testament Commentaries,Harper and Row,1968.

･Gordon D.Fee, The First Epistle to the Corinthians, The New
 

International Commentary on the New Testament, William B.

Eerdmans Publishing Company,1987.

･David M.Hay(ed.),Pauline Theology Vol.II: 1 & 2 Corinthians,

Fortress Press,1993.

･Jerome Murphy-O’Connor,O.P.,St.Paul’s CORINTH. Texts and
 

Archaeology, 3 . Revised and Expanded Edition, The Liturgical
 

Press,2002.

･John D.Crossan and Jonathan L.Reed, In Search of Paul. How
 

Jesus’s Apostle Opposed Rome’s Empire with God’s Kingdom.A
 

New Vision of Paul’s Words& World,HarperSanFrancisco,2004.

･Daniel N.Schowalter and Steven J.Friesen (eds.),Urban Religion
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in Roman Corinth. Interdisciplinary Approaches,H.U.P.,2005.

･Bruce J.Malina and John J.Pilch,Social-Science Commentary on
 

the Letters of Paul,Fortress Press,2006.
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12

霊の賜物について>

１さて，霊の賜物について は，兄弟のみなさん，あなたがたに知ら

ずにいてほしくありません 。２ご承知のとおり ，あなたがたは，異

邦人だったとき，もの言わぬ偶像のところへ，導かれるようにして，連

行されていました 。３だから，わたしはあなたがたに知らせます。神

の霊において語る人は誰も，決して「イエスは呪われよ」 とは言いま

せんし，また，誰も聖霊においてでなければ ，「イエスは主である」と

言う ことはできないのです。

了過去，２人称，複数）を補っ

「霊の賜物について」と訳したのは，Perı… ton pneumatikon。直訳は「霊

的なものについて」。

「わたしは，あなたがたに知らずにいてほしくありません」と訳したのは，

ou thelohymas agnoeın。ローマ１：13，11：25，１コリント10：1，２コ

リント1：8，１テサロニケ4：13にも同じ言い回しが出る。いわば，パウロ

の定型句。

「ご承知のとおり」と訳したのは，Oıdate。原文の語順を生かすための措

置。

「もの言わぬ偶像のところへ，導かれるようにして，連行されていました」

と訳したのは，pros ta eıdola ta aphona hos an egesthe apagomenoi。こ

の部分は文法的に整っていない。私訳の推測は次のとおり。pros ta eıdola
 

taaphonaと言ったところで，単にegestheではなく，hos an egestheと言っ

たため，最後は定動詞ではなく分詞apagomenoiとしてしまった。文法的に

は，apagomenoiに ete（eimıの未完

句は，原文ではKyrios I

て読む

ことになるが，eteは prosの直前に既に出ているので，むしろ省略した方が

語呂がよい。写本による読みの違い，注解者たちの解釈，また，可能性のあ

る二つの読み等，詳しくは，田川，前掲書，342～345頁，参照。また，ハバ

クク2：18，詩編115：4～8，３マカバイ4：16，使徒言行録17：29，参照。

「イエスは呪われよ」は，Anathema Iesous。

「聖霊においてでなければ」と訳したのは，ei me en pneumati hagıo。

この

)

o stomati so

 

esous「イエスは主である」の後，すなわち，

文末に来ている。

「『イエスは主である』と言う」と訳したのは，eipeın・ Kyrios Iesous。ロー

マ10：9にも，ean homologeses en t
句が出

る。われわれの箇所を

u kyrion Iesoun「あな

たの口でイエスを主（イエスは主である）と告白するならば」という

考えるとよ
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４賜物には違いがありますが，霊は同じです 。５また，奉仕にも

違いがありますが，主は同じです 。６また，働きにも 違いがありま

すが，すべてのことにおいてすべてを働かれる神は同じです 。７ま

た，各自に霊の顕現 が与えられていますが，それは役に立つためなの

です 。８実際，ある人には，霊をとおして知恵の言葉 が与えられ，

他の人には知識の言葉 が同じ霊に従って，（また）別の人には，信仰が

同じ霊において，他の人には癒しの賜物 がその一つの霊において ，

10また他の人には力の働き が，［また］他の人には預言が，［また］他

の人には霊の識別 が，別の人には種々の異言が，他の人には異言の解

釈 が（与えられています）。11しかし，これらすべてのことを，ただ

い。

「賜物には違いがありますが，霊は同じです」と訳したのは，Diaireseis de

charismaton eisın,todeautopneuma。charisma（ここでは，複数形）「賜

物，恵みの贈物，恵みの賜物」＜charızomai「恵みを与える，恵む，下賜す

る，賜う」＜charis「恵み，恩恵，好意，感謝」。todeautopneumaは，「あ

るのは，同じ霊です」とも訳し得る。「恵みの賜物」（青野訳，田川訳）。協会

訳は，１節の ta pneumatika（原文ではperıton pneumatikon）とほぼ同

義であることを表すために，ここも「霊の賜物」としている。

「奉仕にも」は，diakonion。

「主は同じです」は，ho autos kyrios。「おられるのは，同じ主です」とも

訳し得る。

「働きにも」は，energematon。

「すべてのことにおいてすべてを働かれる神は同じです」と訳したのは，ho
…autos theos ho energon tapanta en pasin。「…働かれるのは同じ神です」

とも訳し得る。

「霊の顕現」と訳したのは，hephanerosis toupneumatos。個々の異なっ

た賜物として，霊が各自に顕れることを指している。

「それは役に立つためなのです」と訳したのは，pros to sympheron。te

ekklesıa や te oikodome を補って考えると分かりやすい。

「知恵の言葉」は logos sophıas。

「知識の言葉」は，logos gnoseos。

「癒しの賜物」は，charısmata iamaton。

「その一つの霊において」と訳したのは，en to henıpneumati。

「力の働き」は，energemata dynameon。奇跡の力の働き，つまり，奇跡

を行なう力のこと。

「霊の識別」は，diakrıseis pneumaton。様々な霊を識別する力のこと。
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一つの同じ霊 が働いて，望むがままに，一人ひとりに別々に分け与え

てくれる のです。

多くの部分でも一つのからだ>

12実際，ちょうど，からだは一つであっても多くの部分 を持ち，ま

た，すべてからだの部分は多いのに一つのからだであるように ，キリ

ストもまたそうです。13なぜなら，一つの霊においてわたしたちは皆，

一つのからだになるために洗礼を受けた からであり，ユダヤ人であれ

ギリシア人であれ，奴隷であれ自由人であれ，わたしたちは皆，一つの

霊を飲ませてもらった からです。 14実際，からだは一つの部分で

はなく，多くの部分です。15もし，足が「わたしは手ではないから，か

らだの一部ではない」と言っても，それによって（足が）からだの一部

でなくなることはないでしょう？ 16また，もし，耳が「わたしは目

「異言の解釈」は，hermeneıaglosson。なお，glossaは「舌」を意味し，

そこから「言葉」や「異言」を意味するようになった。

「ただ一つの同じ霊」と訳したのは，hen kaıto auto pneuma。

「望むがままに，一人ひとりに別々に分け与えてくれる」と訳したのは，

diairoun idıa hekasto kathos bouletai。diairoun＜diaireo「分ける，分

け与える，分配する」。分詞，中性，主格。「別々に」は idia。ローマ12：

3，参照。

「部分」と訳したのは，mele。従来は，しばしば「肢体」と訳されてきた

（協会訳，バルバロ訳，青野訳，田川訳）。「シタイ」という発音は，先ず「死

体」を想起させる。聞いて，からだの部分を指す「肢体」を思い浮かべる人

は，まずいないだろう。「部分」とするのは，新改訳，フランシスコ会聖書研

究所訳，前田訳，新共同訳，本田訳，柳生訳。このくだりは，内容的にロー

マ12：4と対応している。

「ちょうど，…ように，…そうです」と訳したのは，Kathaper…，houtos
…という原文の対応。このくだりは，ローマ12：5と対応している。

「一つのからだになるために洗礼を受けた」と訳したのは，eis hen soma
 

ebaptısthemen。もちろん，洗礼を受けて一つのからだになったのだ，とい

うニュアンスもある。ebaptısthemen＜baptızo「水に浸ける，洗礼を授け

る」。1 aor. 受動相，１人称，複数。文末の動詞も同じく，1 aor. 受動相，

１人称，複数。epotısthemen＜potızo「飲む」。

このくだりは，内容的にガラテヤ4：28と対応している。

「そのことによって（足が）からだの一部でないということにはならないで
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ではないから，からだの一部ではない」と言っても，それによって（耳

が）からだの一部ではなくなることはないでしょう？ 17もし，からだ

全体が目だったら，どこで聴きますか 。もし，全体が聴くことになっ

たら ，どこで臭いを嗅ぎますか 。18しかし，実際には ，神は諸々

の部分を，すなわち，それらの一つひとつを ，ご自分が望まれたとお

りに ，からだの中に置かれました。19しかし，もし，全部が 一つの

部分であったとすれば，どこにからだはあるでしょうか。20しかし，実

際は ，部分は多くて，からだは一つ なのです。21目が手に向かって

「わたしにはお前など要らない」と言うことはできませんし，あるいはま

た，頭が両足に向かって「わたしはお前たちなど要らない」と（言うこ

ともできません）。22むしろ，かえって，からだの中で他よりも弱いと思

しょう？」と訳したのは，oupara touto ouk estin ek tou somatos;という

疑問文。訳文としては，疑問符をつけないと疑問文か平叙文か区別がつかな

いので，疑問符をつけた。

「どこで聴きますか」と訳したのは，pou he akoe;。直訳すると「聴くこ

とは，どこで（するの）か？」akoeは「聴くこと，聴覚」。

「もし，全体が聴くことになれば」と訳したのは，ei holon akoe。もちろ

ん，holonの後には to somaが隠れている。

「どこで臭いを嗅ぎますか」と訳したのは，pouheosphresis;。osphresis
は，hapaxlegomenonで，「臭いを嗅ぐこと，嗅覚」。

「しかし，実際には」と訳したのは，nynıde。nynıは nynの強意形。

「諸々の部分を，すなわち，それらの一つひとつを」と訳したのは，tamele,

hen hekaston auton。tameleという複数形は，やはり「諸々の部分」と若

干説明的に訳さざるを得ない。パウロは，tameleと言って，直ぐに，それ

をより詳しくhen hekaston autonと言い換えたわけである。

「ご自分が望まれたとおりに」と訳したのは，kathos ethelesen。eth-

elesen＜thelo「望む，欲する」。1 aor. ３人称，単数。15：38にも同じ句

が出てくる。

「全部が」と訳したのは，ta panta。読んで分かるとおり，17節と19節，

18節と20節の意味上の対応関係から，この tapantaは tapanta meleであ

る。つまり，目の集合体，耳の集合体を想像するとよい。

「しかし，実際は」と訳したのは，nyn de。18節冒頭のnynıdeと同じ意

味。

「部分は多くて，からだは一つ」と訳したのは，polla men mele, hen de

soma。なお，読んで分かるように，17節と19節，18節と20節がそれぞれ

対応している。
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われている部分の方が 必要なのです。23また，からだの中で他よりも

賎しいとわたしたちが思っている まさにその部分に，わたしたちはよ

り多くの尊厳を与えます が，その結果 ，わたしたちの下品な部分

が実はより多くの上品さを持つことになります。24しかし，あなたがた

の上品な部分はその必要がありません。ところが，神はより劣っている

部分に尊厳を与えることによって 体を一つにまとめられた のです。

25それは，からだの中に分裂が生じることなく ，諸々の部分がお互い

のために同じように配慮する ためです。26それで，ある［一つの］部

「からだの中で他よりも弱いと思われている部分の方が」と訳したのは，ta

dokounta meletou somatos asthenestera hyparchein。最後に出るhypar-

cheinは，eınaiとほとんど同じ意味で使われる例。

「からだの中で他よりも賎しいとわたしたちが思っている」と訳したのは，

dokoumen atimotera eınai tousomatos。アリストテレス，『動物部分論』

De partibus animalibus,672b21，「自然は……体を貴い部分と賎しい部分と

（totimioteron kaıtoatimioteron）に分離した。」島崎三郎訳，『動物誌 下・

動物部分論』（アリストテレス全集８），岩波書店，354頁，参照。

「まさにその部分に，わたしたちはより多くの尊厳を与えます」と訳したの

は，ha…… toutois timen perissoteran peritithemen。

「その結果」と訳したのは，kai。

「わたしたちの下品な部分」と訳したのは，ta aschemona hemon。ta

aschemonaは，「陰部，恥部」を含意する。「下品な部分」と訳したのは，続

いて出るeuschemosynen「上品さ」や次の24節に出るeuschemona「上品

な部分」との対比を明瞭にするため。

「より劣っている部分に価値を与えることによって」と訳したのは，to

hysteroumeno perisso-teran dous timen。dous＜dıdomi「与える」。2 aor.
分詞，男性，単数，主格。

「からだを一つにまとめられた」と訳したのは，synekerasen to soma。

synekerasen＜syn-kerannymi「混ぜ合わせる，組み合わせる」。1 aor. ３

人称，単数。なお，kerannymiは，kerameus「陶器職人，陶工」，keramikos
「土の，陶製の，陶工の作った」，keramion「陶器，瓶，壺，かめ」，keramos
「粘土，陶土，粘土で作ったもの，瓦」などと同族語。いわゆるceramicの

語源。

「からだの中に分裂が生じることなく」と訳したのは，mee schısma en
 

to somati。直訳は「からだの中に分裂が存在することなく」。

「諸々の部分がお互いのために同じように配慮する」と訳したのは，to

autohyper allelon merimnosin tamele。toauto「同じように」（副詞的用
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分が 苦しめば，すべての部分がともに苦しみ，ある［一つの］部分が

讃えられれば ，すべての部分がともに喜ぶのです。 27あなたがた

はキリストのからだであって，一人ひとりが その部分なのです。28そ

こで，様々な人を神は教会の中に置かれたのです。すなわち，第一に使

徒，第二に預言者，第三に教師，次に力ある業，次に癒しの賜物，援

助 ，舵取り ，種々の異言 です。29すべての人が使徒でしょうか。

すべての人が預言者でしょうか。すべての人が教師でしょうか。すべて

の人が力ある業でしょうか 。30すべての人が癒しの賜物を持っている

でしょうか。すべての人が異言によって語るでしょうか。すべての人が

解釈するでしょうか。31むしろ ，あなたがたは，もっと大きな賜物を

法）。merimnosin＜merimnao「配慮する」，現在，接続法，３人称，複数。

よくあることだが，主語が文末に来ている。なお，25節の内容については，

ローマ12：5（「大勢であってもわたしたちはキリストにあって一つの体で

あり，一人ひとりは互いに部分だからです。」），参照。

「ある［一つの］部分が」と訳したのは，［hen］melos。

「讃えられれば」と訳したのは，eıte…… doxazetai。doxazo「褒め称え

る，讃える，讃美する，栄光を帰する」。

「一人ひとりが」と意訳したのは，ek merous。「部分として見れば，一つ

ひとつを取って見れば，一人ひとりを取って見れば」。「全体を便宜上分け

て，部分として見れば」のニュアンス。私訳ではmelos,meleを一貫して「部

分，（諸々の）部分」と訳しているので，ここのように，meleek merousと

meleとmereが並んで出る場合にはできれば別な訳語を用いたい。

「援助」は，antilempseis。antilempsis＜antilambano「助ける，世話す

る，援助する」。従って，「手助け，世話，援助」。

「舵取り」は，kyberneseis。kybernesis＜kybernao「舵 を取る（操

る）」。ちなみに，kybernetes「舵手，船長」。「舵取り」（田川訳）。

パウロは，didaskalous「教師」まで列挙した後，epeita「次に」と言っ

て，人ではなく賜物を列挙している。厳密に言えば，人と賜物を同列に扱う

のは，妙なやり方であるが，敢えてそのまま訳した。田川，351頁の説明を

参照。

29～30節は，列挙の仕方において，28節と若干の違いがある。使徒，預言

者，教師と続くのは同じだが，28節で賜物として挙がっていたもののうち

dynameis「力ある業」はそのままの形であるのに対して，続くcharısmata
 

iamaton「癒しの賜物」にはechousin「持っている」が挿入され，geneglosson
「種々の異言」は glossais lalousin「異言によって語る」に替わっている。

ここで「むしろ」と訳したのは，de。
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熱心に求めなさい 。

愛>

そこで，わたしは，さらにもっと卓越した道を あなたがたに示しま

しょう。

13 １たとえ，わたしが人間の異言によって，また，御使いたちの（異

言によって）語っても，愛を持っていなければ，鳴り響く銅鑼 ，喧し

いシンバルになってしまいます。２また，たとえ，わたしが預言する力

を 持ち，あらゆる神秘，あらゆる知識を会得していても ，また，た

とえ，山を移すほどの完全な信仰を持っていても ，愛を持っていなけ

「あなたがたは，もっと大きな賜物を熱心に求めなさい」と訳したのは，

zeloute…tacharısma-ta tameızona。ここでパウロが「もっと大きな賜物」

と呼んでいるのは，次章で謳い上げられる「愛」である（通称「愛の賛

歌」）。

「さらにもっと卓越した道を」と訳したのは，eti kath’hyperbolen。副詞

のetiは，ここでは，時間ではなく程度を表す用法。hyperbole＜hyperballo
「越える，凌駕する，優る」。kath’hyper-bolenで，副詞的にも形容詞的にも

用いられ，前者は「過度に，ふんだんに，溢れるほどに」などを，後者は「並

外れた，卓越した，遥かに優れた，溢れるほどの」などを，それぞれ意味す

る。

「鳴り響く銅鑼」と訳したのは，chalkos echon。chalkosが具体的に何を

指すか，定かではない。明らかなのは，銅製の道具であること。従来の訳語

は「銅鑼」が主流。田川訳は「鉢」。

「預言する力を」と訳したのは，propheteıan。

「あらゆる神秘，あらゆる知識を会得していても」と訳したのは，ean……

eidotamysteriapanta kaıpasan ten gnosin。mysteriaは「神秘，秘儀，

秘義，奥義」。eido＜oıda「（よく）知っている，心得ている，会得してい

る，通じている」。

「たとえ，山を移すほどの完全な信仰を持っていても」と訳したのは，ean
 

echo pasan ten pıstin hosthe ore methistanai。次の言葉を参照。hos an
 

eıpe to orei touto・ artheti kaıbletheti eis ten thalassan, kaıme dia-

krithe en te kardıa autouallapisteue hoti ho laleıgınetai,estai auto.
「誰でもこの山に向かって，『立ち上がって海に飛び込め』と言い，心のなか

で疑いを抱かずに，自分の言ったとおりになると信じるならば，実際にそう

なる。」（マルコ11：23）。ean echete pıstin hos kokkon sinapeos, ereıte
 

toi orei touto・ metaba enthen ekeı,kaımetabesetai・ kaıouden adyna-
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れば，わたしは何ものでもありません 。３また，わたしの全財産を食

物に換えて施しても ，また，わたしのからだを焼かれるために引き渡

しても ，愛を持っていなければ，わたしは何の役にも立ちません。

４愛は忍耐強い。情け深いものです，愛は 。妬まず，［愛は］自慢せ

tesei hymın.「もし，あなたがたが辛子種一粒ほどの信仰を持っていれば，

この山に向かって，『ここからあそこに移れ』と命じれば，移るだろう。あな

たがたにできないことは何一つない。」（マタイ17：20）。

「わたしは何ものでもありません」と訳したのは，outhen eimi。少なくと

も，これについては「無に等しい」（バルバロ訳），「わたしは無に等しい」（協

会訳）は名訳。新共同訳がそのまま採用したのも頷ける。他に，「わたしは無

です」（前田訳），「私は無である」（青野訳），「わたしの存在は無意味です」

（本田訳），「私は何でもない」（田川訳），「わたしにはなんの取柄もない」（柳

生訳）。私訳はフランシスコ会聖書研究所訳に同じ。

「また，わたしの全財産を食物に換えて施しても」と訳したのは，kan
 

psomıso panta ta hypar-chonta mou。psomıso＜psomizo「食べ物を少し

ずつ口に入れてやる」（Liddell & Scottには，〝feed by putting little bits
 

into the mouth,as nurses do to children"とある。なお，LXX訳民数記

11：4に，kaıhoi hyioıIsrael kai eıpan Tıs hemas psomieıkrea;emnesth-

emen tous ichthyas,hous esthıomen en Aıgypto dorean,kaıtous sikyas
 

kaıtous peponas kaıtaprasa kaıtakrommya kaıta skorda.「イスラエ

ルの子らも言った。『誰か，われわれに肉を食べさせてくれないだろうか。思

い返せば，われわれはエジプトでは魚をただで食べていたし，きゅうりやメ

ロン，葱や玉葱，それにニンニクもそうだ。』という件がある。他に『十二族

長の遺訓』の「レビの遺訓」9：5，参照。さらに，マタイ6：2，hotan… poies
 

eleemosynen，「あなたが施しをするときには，」を参照。

「わたしのからだを焼かれるために引き渡しても」と訳したのは，ean par-

ado to soma mou hına kauthesomai。ただし，これは，ネストレ25版ま

での読みであって，その後の版の本文はkauthesomai「焼かれる」（＜kaio
「焼く」）ではなく，kauchesomai「誇る」（＜kauchaomai「誇る，自慢する」）

を採用している。「全財産を食べ物に換えて施す」ことと併記されていること

を考慮すれば，「焼かれる」方が文脈に合致している（両方とも自己犠牲）。

写本上は，もう一つkauthesomaiという読みがある。critical apparatusの

情報，さらに，Gordon D.Fee,The First Epistle to the Corinthians,NICN,

1987,Eerdmans,pp.629,633-635，参照。

「愛は忍耐強い。情け深いものです，愛は。」と訳したのは，He agape

makrothymeı,chresteu-etai heagape。makrothymeo「耐え忍ぶ，気長に

待つ，辛抱強い」。makros「長い，遠い，遠く離れている」（形容詞）＋thymos
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ず ，威張らず ，５恥ずべきことをせず ，自分自身のことを追い求

めず，激昂せず ，悪いことを数え上げず ，６不正を喜ばず，真実を

ともに喜び ，７すべてを我慢し ，すべてを信じ，すべてを希望し，

「怒り，憤怒，激怒」。基本的には，神がその怒りを押さえて辛抱強く待って

下さっている期間に関する表現。chresteuomai「情け深い，恵み深い，親切

である，誠実である」もまた，神の恵み深さをその基本的意味として持つ

が，聖書，キリスト教文献外には用例がない。chrestotes「慈しみ，寛大，

恵み，親切，誠実」（名詞）同様，chrestos「情け深い，恵み深い，親切な，

誠実な」（形容詞）の派生語。

「自慢せず」と訳したのは，ouperpereuetai。perpereuo＜perperos「自慢

家，慢心家，法螺吹き」。この動詞はhapaxlegomenon。

「威張らず」と訳したのは，ou physioutai。

「恥ずべきことをせず」と訳したのは，ouk aschemoneı。aschemoneo「体

裁が悪いことをする，みっともないことをする，さまにならないことをす

る，恥ずべきことをする」。自分が属する共同体（社会）がそう振舞うべきだ

とする一定の形（schema）から逸脱した（a-）ことをする。田川訳が「さま

にならないことをせず」。ただし，7：36の用例aschemoneın…… nomızei
「恥ずべきことだと思いながら」，12：23の用例 taaschemona hemon「わた

したちの恥ずべき部分」，さらに，ローマ1：27の用例arsenes en arsesin
 

ten aschemosynen katergazomenoi「男が男に恥ずべきことを行ない」との

関連性を訳語に表したかった。

「激昂せず」と訳したのは，ou paroxynetai。

「悪いことを数え上げず」と訳したのは，ou logızetai to kakon。ここの

logızomaiについては，おそらく「商行為に際して価格や負債を客観的に『勘

定する』ことを意味する」「商業的用語法の機能を考慮に入れるべきであろ

う。ニュアンスとしては，「相手から被った害（悪事）を一々勘定せず（数え

上げず）」がぴったり。「人の悪事を数え立てない」（フランシスコ会聖書研究

所訳），「悪を数え上げない」（田川訳）。「悪を気にせず」（バルバロ訳），「人

のした悪を思わず」（新改訳）はまだよいとして，従来の「恨みをいだかない」

（協会訳），「恨みを抱かない」（新共同訳）や「悪を考えず」（前田訳），「悪し

きことを企まず」（青野訳），「人が悪に陥るのを喜ばず」（柳生訳）は，むし

ろ誤訳。

「不正を喜ばず，真実をともに喜び」と訳したのは，ou chaırei epıte

adikıa,synchaırei dete aletheıa。喜ぶ（chaıro）原因・理由・対象はen
 

tıni,epi tıniで表される。synxhaıroが与格とともに用いられるのは，接頭

辞 synが元来与格支配の前置詞であることに基づく。

「すべてを我慢し」と訳したのは，panta stegei。stego「蔽う，被う，蔽っ

て守る，覆い隠す」，「我慢する，辛抱する」。派生語として stege「屋根」。
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すべてを耐え忍ぶ ものです。

８愛は決して倒れません。預言であれば，廃れもしましょう。異言で

あれば，止みもしましょう。知識であれば，廃れもしましょう 。９な

ぜなら，わたしたちが知るのも一部分，預言するのも一部分なのですか

ら 。10しかし，完全なものが到来するとき，部分的なものは廃れるの

です 。11わたしが幼児だったとき，わたしは幼児のように話し，幼児

のように思い，幼児のように考えていました。大人になったとき，わた

しは幼児のことを止めにした のです。12実際，われわれは今，鏡をと

おして謎の形で見ています が，しかし，そのときには，顔と顔とを合

わせて （見るのです）。今，わたしは一部分しか知りませんが，しか

し，そのときには，完全に認識することになります 。まさに（今）わ

「すべてを耐え忍ぶ」と訳したのは，panta hypomenei。hypo「…の下に」＋

meno「じっと留まる」。

「預言」，「異言」は，propheteıai,glossaiでどちらも複数。「知識」だけが

gnosisで単数。ここは，eıte…… eıte…… eıte……というリズミカルな言い

回し。

「なぜなら，わたしたちが知るのも一部分，預言するのも一部分なのですか

ら」と訳したのは，ek merous gar ginoskomen kaı ek merous
 

propheteuomen。

「完全なもの」と訳したのは toteleion，「部分的なもの」と訳したのは to

ek merous。

「幼児のことはやめにした」と訳したのは，katergeka ta tou nepıou。

「鏡をとおして謎の形で見ています」と訳したのは，blepomen…arti di’

esoptrou en ainıgmati。直訳は「鏡をとおして謎において見ている」。

esoptpon「鏡」は，こことヤコブ1：23にのみ出る。aınigma「謎」は，新

約ではここにしか現れない，いわゆるhapaxlegomenon。LXX訳民数記

12：8に，神がモーセについて，stoma kata stoma laleso auto,en eıdei
 

kaıou di’ainigmaton,kaıten doxan kyrıou eıden「口から口へとわたしは

彼と語ろう，姿を現して謎によらずに。彼は主の栄光を見る。」と語る場面が

出てくる。

「顔と顔とを合わせて」と訳したのは，prosopon pros prosopon。創世記

LXX訳32：31に同じ句が出る。当該箇所は，ヤコブが何者かと格闘した末

にイスラエルと改称される場面で，彼が「わたしは，顔と顔とを合わせて神

を見たのに，わたしの命は救われた」と言って，その場所をぺヌエル（神の

顔）と名づけるくだりである。

「しかし，そのときには，わたしが（今）完全に認識されているのと同じよ
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たしが完全に認識されている のと同じように，です。 13そういう

わけで，いつまでも残るのは，信仰，希望，愛，これら三つですが，そ

のうち最大のもの は愛です。

14

異言と預言>

１あなたがたは，愛を追い求めなさい。また，霊の賜物を熱心に求め

なさい。しかし，それはむしろ，預言するためにしなさい。２なぜなら，

異言によって語る人は，人々に向かってではなく神に向かって語ってお

り，また，誰一人聞く者もおらず，彼は霊に向かって 神秘を語ってい

るからです。３しかし，預言する人は，人々に向かって，建設的なこと

を，そして勧めと励ましを語ります 。４異言によって語る人は自分自

身を建てます が，預言する人は教会を建てます。５わたしはあなたが

うに，わたしは完全に認識することになる」と訳したのは，tote de

epignosomai kathos kaıepegnosthen。前半部に出る受動相は，いわゆる「神

的受動」。

「（今）わたしが完全に認識されている」と訳したのは，epegnosthen。い

わゆる「神的受動」。

「そのうち最大のもの」と訳したのは，meızon…touton。この比較級を生

かして説明的に訳すと，「これらのうち，他の二つよりも大きなもの」となろ

うか。

「霊に向かって」と訳したのは，pneumati。同じ節の前半に出る「人々に

向かって」anthropoisや「神に向かって」theo と同じ単純な与格と解し

た。田川，358頁，参照。

「建設的なことを，そして勧めと励ましを語ります」と訳したのは，laleı

oikodomen kaıparaklesin kaıparamythıan。oikodomeは，「建設，建設

に役立つこと，造り上げること」，信徒の集合体としての教会を建設する上で

役立つことを意味する。paraklesis＜parakaleo「呼びかけて招く，勧める，

諭す，励ます，慰める」。paramythıa＜paramytheomai「激励する，鼓舞す

る，励ます，慰める」。

「自分自身を建てます」と訳したのは，heauton oikodomeı。なお，次に出

る「教会を建てます」はekklesıan oikodomeıの訳。12節に，pros ten
 

oikodonen tes ekklesıas「教会の建設に役立つように」という句が出てく

る。
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たが皆，異言によって語ることを望みますが，しかし，もっと望むのは，

あなたがたが預言することです 。預言する人の方が異言によって語る

人よりも優っています。ただ，彼が解釈し，その結果，教会が建設を享

受する 場合は別です 。

６そういうわけで ，兄弟のみなさん，もし，わたしがあなたがたの

ところへ行って異言によって語ったとしても，あなたがたの何の役に立

つでしょうか。もし，わたしがあなたがたに，啓示か，知識か，預言か，

あるいは教えか，それらのどれかによって語るのでなければ 。７音を

出す命のないもの も同じこと です。笛にしても竪琴にしても，も

し，諸々の音に区別を与えなければ ，どうして知られるでしょうか，

「しかし，それ以上に望むのは，あなたがたが預言することです」と訳した

のは，mallon dehına propheteuete。この節の最初に位置する定動詞 thelo
が pantas hymas laleın glossaisという不定詞句とhına propheteueteとい

う句に掛かっている。

「教会がその建設に役立つものを受けるために」と訳したのは，hına he

ekklesıa oikodomen labe。

「場合は別です」と訳したのは，ektos ei me。直訳すると「…を除けば，

…場合以外は」。いずれにせよ，パウロは，異言によって語る人が預言を語る

人よりも優れているのは，教会の建設に役立つように，語った異言を他の人

にも理解できるように解釈して語り直す場合だけだ，と主張している。

「そういうわけで」は，Nyn deの訳。

「もし，わたしがあなたがたのところへ行き異言によって語ったとしても，

あなたがたの何の役に立つでしょうか。もし，わたしがあなたがたに，啓示

か，知識か，預言か，あるいは教えか，それらのどれかによって，語るので

なければ」と訳したのは，ean eltho pros hymas glossais lalon, tıhymas
 

opheleso ean me hymın laleso e en apokalypsei e en gnosei e en
 

propheteıa e［en］didache;。いずれにしても，原文どおりの思考の流れで

訳すのは不可能な箇所。

「音を出す命のないもの」と訳したのは，taapsycha phonen didonta。次

に出る「笛や竪琴」という例から分かるとおり，楽器のこと。「命のない楽器」

（新改訳），「生命のない楽器」（フランシスコ会聖書研究所訳），「命のない楽

器」（バルバロ訳，新共同訳）。

「同じことです」と訳したのは，homos。写本によるアクセントの違いはな

いが，前後の文脈から，こう訳した。

「諸々の音に区別を与えなければ」と訳したのは，ean diastolen toıs
 

phthongois medo。「諸々の音に」というのは，つまり，「複数の音と音の
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笛で吹かれる調べや竪琴で弾かれる調べ が。８また，実際，もし，はっ

きりしない音をラッパが出したら，誰が戦闘のために身支度を整えるで

しょうか。９これと同じように，あなたがたも，その舌を使ってよく分

かる言葉を発しなければ ，どうして，話されていることが知られるで

しょうか 。なぜなら，あなたがたは空に向かって話すことになってし

まうからです。10世界には数え切れないほど多くの言語があります

が，音声のないもの は一つとしてありません。11だから，もし，わた

間に」ということである。それに区別を与えるというのは，いわゆる，音階

に従って，高低様々な音を出すというに等しい。

「笛で吹かれる調べや竪琴で弾かれる調べ」と訳したのは，toauloumenon
 

e to kitharizomenon。言わんとしているのは，おそらく曲の調べのことで

あろうから，こう訳した。つまり，多くの音が区別されて耳に届かなけれ

ば，音楽として認識されないということだろう。「何を吹いているのか，弾い

ているのか」（協会訳，フランシスコ会聖書研究所訳），「何を吹いているの

か，何をひいているのか」（新改訳），「何を吹き，何を弾いているのか」（新

共同訳），「吹かれたり，弾かれたりしている音色」（田川訳），「笛が吹かれて

いるとか，竪琴が奏でられているとか」（青野訳）。青野訳は直訳のようでい

て，パウロの言わんとしていることから外れているように思う。聞こえてく

るのが，笛の音か竪琴の音か，という点が問題にされているわけではない。

「その舌を使ってよく分かる言葉を語らなければ」と訳したのは，dia tes
 

glosses ean meeusemon logon dote。「舌」は，単語としては「異言によっ

て語る」と訳した句で用いられる「異言」と同じ glossaであるが，定冠詞が

付いた単数形。eusemosという形容詞は，eu「よい」＋sema「しるし」に由

来し，「明瞭な，明確な，はっきりした，分かりやすい」を意味する。logon
 

dıdomi「言葉を与える」を「言葉を発する」とした。

ここはほぼ直訳。日本語表現の慣例では，むしろ，「話していることを知っ

てもらえるでしょうか」と訳したいところ。

「世界には数え切れないほど多くの言語があります」と訳したのは，

tosauta ei tychoi genephonon eisin en kosmo。ei tychoiは，ヘレニズム

時代に発達した慣用句で，「例えば，およそ」を表すほか，この箇所のように

「量の不特定性」を表す用法もある。なお，tychoi＜tynchano「出会う，達す

る，たまたま～となる」。2 aor. 希求法，３人称，単数。また，phoneは，

「音，声，叫び声」のほかに，「（音声）言語，言葉」を意味する。ここは後

者。

「音声のないもの」と訳したのは，aphonon。「音韻のないもの」（田川

訳）。ただし，邦訳の大多数が，「意味のないもの」（協会訳，バルバロ訳，前

田訳，フランシスコ会聖書研究所訳，青野訳「意味のない言葉」（新改訳，柳
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しにその言語の意味が分からなければ ，わたしは話している人にとっ

て野蛮人 になるし，話している人もまた，わたしの中で野蛮人（にな

ります）。12これと同じように，あなたがたも，霊に関して熱心な人たち

なのですから ，教会の建設に役立つように熱心に求め ，溢れるほど

に（霊の賜物を）いただきなさい 。

13だから，異言によって語る人は，自分が（それを）解釈できるよう

に 祈りなさい。14［なぜなら］もし，わたしが異言によって祈るなら

ば，わたしの霊は祈っても，わたしの理性は実を結ばない［から］ で

す。15それでは，どうすればよいのでしょう。わたしは霊によって祈

り，同時に理性によっても祈りましょう。霊によって讃美を歌い，同時

に理性によっても讃美を歌いましょう 。16でなければ，たとえ，あな

生訳）などと訳してきた。他に「ことばでないもの」（本田訳）。田川，前掲

書，359～360頁，参照。

「わたしにその言葉の意味が分からなければ」と訳したのは，ean…me

eido ten dynamin tes phonon。dynamisは言葉，言語に関して使われる場

合は，「意味」を表す。それは，言葉あるいは言語の固有の「力」が音声によっ

て種々の対象を指示すること，つまり「意味する」ことに他ならないことに

基づく。

「野蛮人」と訳したのは，barbaros。よく知られているとおり，この言葉

は，ギリシア人にとって他民族の言語が何を言っているか訳が分からないた

めに，それを「バルバル，バルバル」と言い表した擬声語。

「霊に関して熱心な人たちなのですから」と訳したのは，epeızelotaıeste
 

pneumaton。本来ならば，pneumatonは pneumatikon「霊の賜物」となる

べきところ。複数になっているので，聖霊ではなく，多様な霊の賜物であろ

う。パウロは，こういうところに厳密な書き手ではない。

「教会の建設に役立つように熱心に求め」と訳したのは，pros ten oi-

kodomen tes ekklesıas zeteıte。ekklesıaは，言うまでもなく，建物ではな

く，信仰を同じくする者の集団を指す。

「溢れるほどに（霊の賜物を）いただきなさい」と訳したのは，hına
 

perisseuete。prosの前にあるpneumaton（注524，参照）が生きている。な

お，ここでは，接続詞hınaを，結果を表すものと解した。

「自分が（それを）解釈できるように」と訳したのは，hına diermeneue。

［なぜなら］……［から］は，原文の［gar］を訳したもの。

この節で，「讃美を歌い」，「讃美を歌いましょう」と訳したのは，psalo＜

psallo「竪琴（の弦）を爪弾く」，「讃美の歌を歌う，讃歌を歌う」。未来，１

人称，単数。psalmos「讃歌，頌歌，詩編」は，この動詞に由来。なお，７
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たが霊で褒め讃えても，素人の場を占める人 は，あなたの感謝に合わ

せて どうして「アーメン」と言えるでしょうか。あなたが何を言って

いるのかその人には分からないのですから。17あなたは，実際，立派に

感謝を表します が，だからといって，他の人が建てられるわけではな

いのです。 18わたしは神に感謝を表しますし，あなたがたの誰にも

増して異言によって語ります 。19しかし，教会の中でわたしが望むの

は，他の人々をも教えるために ，五つの言葉をわたしの理性によって

節で「竪琴」と訳したのはkitharaであるが，psalterionという弦楽器も知

られている（ラテン語ではpsalterium，英語でもpsaltery）。

「たとえ，あなたが霊で褒め讃えても」と訳したのは，ean euloges［en］

pneumati。写本によって，enが入っているものがあるが，enがない方が有

力。翻訳にはほとんど影響がない。ここで「褒め讃える」と訳したeulogeo
は，他の箇所（ローマ12：14，１コリント4：15，10：16，ガラテヤ3：9）

では文脈上「祝福する」と訳した単語。「素人の場を占める人」と訳したの

は，ho anapleron ton topon touidiotou。で，ほとんど直訳（「素人の位置

を満たす人，素人の席を満たす人」）に近い。idiotesは，「素人，無学な者，

普通の人，初心者，一般人」。ただし，パウロは，ここで，信徒とそれ以外の

人を分けるためにこの単語を用いているわけではなく，むしろ，普通の言葉

による讃美しか分からない信徒に配慮せよ，と注意しているのである。

「あなたの感謝に合わせて」と訳したのは，epı te se eucharistıa。

eucharistıaは「感謝，感謝の祈り」。ここでは，霊によって唱える「感

謝」，つまり，異言によって唱える感謝の祈り。解釈（通訳）されなければ，

一般の人には分からない。

「あなたは，実際，立派に感謝を表します」と訳したのは，sy men gar kalos
 

eucharisteıs。eucharisteoは，「感謝する，感謝の祈りを唱える」。ここは，

文脈から，「異言によって感謝を表す」の意味。「が，だからといって」は，

all’の訳。

「わたしは神に感謝を表しますし，あなたがたの誰にも増して異言によっ

て語ります」と訳したのは，Eucharisto to theo, panton hymon mallon
 

glossais lalo。13節から続く文脈から判断し，このように訳した。邦訳は青

野訳を除いて，恰もEucharisto to theo hoti panton hymon mallon glos-

sais laloであるかのように訳しているが，僅かの写本を除いて原文にhoti
はない。従って，むしろ，「わたしは，感謝を表すとき，あなたがたの誰にも

増して異言によって語る」というニュアンスか。異言による感謝でも誰にも

負けない というパウロの自負がにじみ出ている発言。

「他の人々をも教えるために」と訳したのは，hına kaıallous katecheso
という句。ただし，訳出に際して，原文の語順を若干入れ替えざるを得なかっ
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語ることであって，一万の言葉を異言によって （語ることではありま

せん）。

20兄弟のみなさん，判断力に関しては子どもになってはいけません。

むしろ，悪事に関しては幼児となり，判断力に関しては大人 になりな

さい。21律法に，次のように書かれています。

「『異国の言葉によって，また異国の人々の唇によって ，

わたしはこの民に語るだろう。

しかし，そのようにしても，彼らはわたしに耳を傾けない

だろう』と主は言われる。」

22このように，異言が徴となる のは，信じる者のためではなく，信じ

ていない者のためです。他方，預言は信じていない者のためではなく，

た。わたしが目指したのは，原文で末尾に来ているe myrıous logous en
 

glosse「一万の言葉を異言によって」という句を，訳文でも末尾に置くこと

であった。そうするために，原文の thelo「わたしは望む」を「わたしが望む

のは」とした。

「異言によって」と訳したのは，en glosse。

「大人」と訳したのは，teleioi。「完全な者」（田川訳）と訳すことももちろ

ん可能。ただし，nepiazete「幼児となりなさい」と対比されているので，「大

人」としておいた。なお，「子ども」は，paidia。ただし，teleios, teleioi
は，マタイ5：48で「完全な」という意味で使われている。esesthe oun

 
hymeıs teleioi hos ho pater hymon ho ouranios teleios estin.「だから，あ

なたがたも完全な者となりなさい。あなたがたの天の父が完全であられるよ

うに。」

「異国の言葉によって，また異国の人々の唇によって」と訳したのは，en
 

heteroglossois kaıen cheılesin heteron。パウロは，明らかに「異国の言葉」

つまり「異国の舌」で「異言」が連想されることを期待している。音節化さ

れてはいても意味不明の言葉は，それを聞く者にとっては「異言」と異なら

ない。

イザヤ28：11～12，参照。ただし，マソラともLXX訳とも異なる。対応

するLXX訳を示すと，次のとおり。dia phaulismon cheileon dia glosses
 

heteras,hoti lalesousin to lao touto…… kaıouk ethelesan akouein.「（主

は）邪悪な唇を使って，異国の言葉を使って，この民に語られる。……しか

し，彼らは聞こうとしなかった」（11節全体と12節の最後）。

「異言が徴となる」と訳したのは，hai glossai eis semeıon eisin。ここも，

文章の順番を優先して，若干意訳してある。
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信じる者のためです。23だから，もし，教会全体が同じ場所に集まっ

て ，皆が異言によって語っているところへ，素人や信じていない者が

入って来たら，あなたたちは気が狂っているとその人たちは言わないで

しょうか。24しかし，もし，皆が預言しているところへ，信じていない

者や素人が誰か入って来たら，皆から非を指摘され，皆から裁かれて，

25その人の心の隠されたことが明らかになり，このようにして，その人

は，ひれ伏して神を拝み，「本当に，神はあなたがたのうちにおられま

す」 と告白することになるのです。

すべては秩序のうちに>

26兄弟のみなさん，それでは，どうすればよいのでしょう。あなたが

たが集まるときには，各自が讃美の歌を担い，教えを担い，啓示を担い，

異言を担い，解釈を担っていますが，すべては建設のために なされる

べきです。27もし，誰かが異言によって語る場合には，二人かせいぜい

三人が順番にして，しかも一人は解釈しなさい。28しかし，もし，解釈

する者がいなければ，教会では沈黙し，自分自身と神に向かって語りな

さい。29また，預言する者は，二人か三人が語り，他の人たちは吟味識

別しなさい 。30また，もし，座っている他の人に啓示が与えられたな

らば，最初の人 は沈黙しなさい。31なぜなら，あなたがたは一人ひと

「教会全体が同じ場所に集まって」と訳したのは，synelthe he ekklesıa

hole epıto auto。ちなみに，11：20に，Synerchomenon…hymon epıto

auto「あなたがたが同じ場所に集まっても」という分詞構文が出ている。

引用の原文は，(hoti)ontos ho theos en hymın estin。LXX訳イザヤ45：

14に，hoti en soıho theos estin「あなたのうちに神はおられます」という

文章が，また，LXX訳ゼカリヤ8：23に，hoti ho theos meth’hymon estin
「神はあなたがたとともにおられる」という文章が，それぞれある。

「建設のために」と訳したのは，pros oikodomen。もちろん，tes ekklesıas
もしくはhymonを補うと分かりやすい。

「吟味識別しなさい」と訳したのは，diakrinetosan。「検討しなさい」（新

共同訳），「吟味すべきである」（協会訳），「吟味しなさい」（フランシスコ会

聖書研究所訳，新改訳，青野訳），「吟味なさい」（前田訳），「判断せよ」（バ

ルバロ訳），「判断すべきである」（田川訳），「よく検討し，正しい判断を下す

べきである」（柳生訳），「解釈してください」（本田訳）。

「最初の人」と訳したのは，ho protos。「先に預言をし始めた人」（フラン
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り皆，預言することができるからであり，それは，皆が学び，皆が励ま

しを受ける ためなのです。32また，預言する者たちの霊は，預言する

者たちに服従しますが，33神は，混乱の 神ではなく，平和の神だから

です。聖なる者たちのすべての教会でそうであるように 34女たち

は，教会では沈黙していなさい。実際，彼女たちには語ることが許され

ていないからで，むしろ，服従しなさい。これは，まさに律法も言って

いることです 。35もし，何かを学びたいと思うならば，家で自分の夫

に尋ねなさい。なぜなら，女たちにとって，教会で語ることは恥ずべき

ことだからです。36それとも，あなたがたから，神の言葉は出て来たの

ですか，あるいは，あなたがたの許にだけ届いたのですか 。

37もし，誰か，自分は預言する者だとか，あるいは，霊の人だとか思

う者があるならば，わたしが今あなたがたに書いていることを主の掟と

認めなさい 。38しかし，もし，（これを）知らない者があれば，その者

シスコ会聖書研究所訳，「先に語りだしていた者」（新共同訳）は意訳。文脈

から判断して，「最初に預言を語り始めた人」を指すのは明らか。もちろん，

二番目，三番目に預言を語る人が沈黙しなくてよいということではない。異

言よりも預言，預言よりも啓示が優位にある。

「励ましを受ける」と訳したのは，parakalontai。

「混乱の」と訳したのは，akatastasıas。akatastasıa「騒乱，騒動，混

乱，無秩序」。

ネストレ27版のテクストは，33節の途中で段落を分けている。ただし，

田川が指摘するとおり，33節の途中で段落分けする根拠はない。いずれにせ

よ，写本の段階では，節番号すらなかったのであるから，文脈上・意味上の

つながりで判断するしかない。私訳では，ここでの段落分けはせず，続けて

訳すことにした。田川，前掲書，364～365頁，参照。

「これは，まさに律法も言っていることです」と訳したのは，kathos kaıho
 

nomos legei。原文の順番を生かすために，こう訳した。ここで律法と言わ

れているのは，創世記3：16に記された神の宣言，autos sou kyrieusei「彼

はお前を支配する。」であろう。なお，33～34節に関係する問題について，

詳細は，田川，前掲書，365～369頁，参照。

「出て来た」と訳したのは，exelthen＜exerchomai「出て行く，出て来

る」。「届いた」と訳したのは，katentesen＜katantao「（下の方へ）やって

来る，到来する，到着する，届く，訪れる，臨む」。いずれも，aor.形。

「わたしが今あなたがたに書いていることを主の掟と認めなさい」と訳し

たのは，epiginosketo ha grapho hymın hoti kyrıou estın entole。なお，
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も知られることがありません 。39だから，［わたしの］兄弟たちよ，預

言することを熱心に求めなさい ，また，異言によって語ることを妨げ

てはいけません。40しかし，すべてが，品位を持って，また，秩序正し

くなされなければなりません 。

15

キリストの復活>

１さて，兄弟のみなさん，わたしはあなたがたに福音を知らせます。

これは，かつてわたしがあなたがたに福音として告げ知らせ，あなたが

たがすでに受け取り，また，その中にしっかりと立っている ，その福

音です。２また，それをとおして，あなたがたが救われることになる福

音です。どんな言葉でわたしがあなたがたに福音を告げ知らせたかを，

あなたがたが堅持していれば ですが。しかし，あなたがたが無駄に信

7：10の parangello,ouk ego alla ho kyrios,「（わたしは）命じます。（命

じるのは）わたしではなく，主（ご自身）ですが，」という句を参照。

「しかし，もし，（これを）知らない者があれば，その者も知られることが

ありません」と訳したのは，ei detis agnoeı,agnoeıtai。「知られることが

ありません」は，いわゆる「神的受動」で，「神によって知られることがあり

ません」の意味。「無視する」，「無視される」の対比で訳すのは，協会訳，フ

ランシスコ会聖書研究所訳，青野訳，田川訳。「認める」，「認められない」

は，前田訳，新改訳，新共同訳，ちなみに，本田訳は「それを認めない者

は，神もその人を認めはしません」。もしかすると，ここを読む人は，マタイ

10：33，ルカ12：9を思い浮かべるかもしれない。しかし，内容的には近い

ものの，いずれも使われている動詞が違う（マタイ：arnesetaı me…ar-

nesomai kago auton，ルカ：arnesamenos me…aparnethesetai）。

１節，参照。

「しかし，すべてが，品位を持って，また，秩序正しくなされなければなり

ません」と訳したのは，panta deeuschemonos kaıkata taxin gınestho。

「品位」に関連して，7：35，12：24，ローマ13：13，１テサロニケ4：12，

参照。

ローマ11：20，参照。

「あなたがたが堅持していれば」と訳したのは，ei katechete。11：2，参

照。ニュアンスとしては「忘れずにしっかりと心にとどめている」。
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じたならば，別です 。３実際，わたしがあなたがたに最も重要なこと

として伝えたのは，わたしも受け取ったものです。すなわち，キリスト

が聖書に従ってわたしたちの罪のために死んだこと ，また，葬られた

こと，そして，聖書に従って三日目に立ち上がらせられたこと ，５ま

た，ケファに現れ，次いで十二人に（現れたこと）です。６次に，五百

人以上の兄弟たちに一度に現れたましたが，その中の大部分の人々は今

なお生き残っています，何人かは眠りにつきましたが。７次に，ヤコブ

に現れ，次いですべての使徒たちに，８さらに，すべての人々の最後に，

まるで流産によって生まれたようなわたしにまで現れてくださった

のです。９実際，わたしは使徒たちの中で最も小さな者，使徒と呼ばれ

る十分な資格がない者です。神の教会を迫害した のですから。10しか

し，神の恵みのお蔭で，わたしは現在のわたしなのです。そして，わた

しに対する神の恵み が空しくなることはなく，むしろ，彼らの誰にも

増してわたしは努力して働きました 。しや，そうしたのは，わたしで

「あなたがたが無駄に信じたならば，別です」と訳したのは，ektos ei me

eike episteusate。

イザヤ53：5，参照。

ホセア6：2，ヨナ2：1，さらに，マタイ16：21，参照。

「まるで流産によって生まれたようなわたしにまで現れてくださった」と

訳したのは，hospereıto ektromati ophthekamoı。ektroma＜ektitrosko
「流産する，死産する」。これについては，P.von der Osten-Sackenによる

当該項目（『ギリシア語 新約聖書釈義辞典 』教文館，1993年，483

頁），参照。直訳は「まるで流産によるようなわたしにも現れた」。ちなみ

に，to ektromatiの部分の訳は，従来「月足らず」（新共同訳）の系統（協

会訳，バルバロ訳，フランシスコ会聖書研究所訳，前田訳，新改訳）が優勢

であり，他に「生まれ損ない」（柳生訳），「生まれそこない」（田川訳），「未

熟児」（青野訳），「未熟者」（本田訳）がある。

ガラテヤ1：13，使徒言行録8：1，3，参照。

「わたしに対する神の恵み」と訳したのは，hecharis autouheeis eme。

「わたしに対する神の恵み」（フランシスコ会聖書研究所訳），「私に対するこ

の神の恵み」（新改訳），「わたしに賜った神の恵み」（協会訳），「わたしに与

えられた神の恵み」（新共同訳），「私に注がれた神の恵み」（田川訳），「わた

しへの神の恵み」（青野訳），「私が受けた恩寵」（バルバロ訳），「神のわたし

への恩恵」（前田訳）など。

２コリント11：5，23，参照。
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はなく，むしろ，わたしとともにある神の恵みです。11だから，わたし

にしても彼らにしても，わたしたちはこのように宣教しています し，

また，このようにあなたがたは信じたのです。

死者の復活>

12ところで，もし，キリストが死者たちの中から立ち上がらせられた

と宣教されているのであれば，どうして，あなたがたの間で誰かが，死

者の復活はないなどと言う のでしょうか。13しかし，もし，死者の復

活がなければ，キリストも立ち上がらせられはしなかったのです。14ま

た，もし，キリストが立ち上がらせられなかったのであれば，わたした

ちの宣教は空しいもの，あなたがたの信仰も空しいものです 。15その

うえ ，わたしたちは，神の偽証人となってしまいます。なぜなら，わ

たしたちは，神に反して，実際は（神が）立ち上がらせなかったキリス

トを（神が）立ち上がらせたと，証言したわけですから。もし，本当に，

死者が立ち上がらせられることがないとすれば，ですが。16実際，も

し，死者が立ち上がらせられることがなければ，キリストも立ち上がら

せられはしなかったのです。17しかし，もし，キリストが立ち上がらせ

られなかったのであれば，あなたがたの信仰は空しく ，今でもあなた

がたは自分たちの罪の中にあることになります。18それならば，キリス

トにあって眠りについた人々も既に滅びた ことになります。19もし，

3：5～6，10，参照。

マタイ22：23「復活はないと言っているサドカイ派の人々」，参照。

「わたしたちの宣教は空しいもの，あなたがたの信仰も空しいものです」と

訳したのは，kenon ara［kaı］to kerygma hemon, kene kaıhe pıstis
 

hymon。なお，10節に，hecharis autouheeis emeoukeneegenethe「神

の恵みが空しくなることはなく」という表現がある。

「そのうえ」と訳したのは，de。

「空しく」と訳したのは，mataia。3：20に，LXX訳詩編93：11の引用の

形で，(tous dialogismous ton sophon)hoti eisın mataioi「知者たちの考え

が空しいことを」という句が出ている。14節で，パウロはkenon,kene「空

しい」を使っているが，おそらく，意味の違いを意識してはいない。

「既に滅びた」と訳したのは，apolonto＜apollymi「滅ぼす，絶やす，破壊

する，殺す」。中動相で，「滅びる，消滅する，死ぬ」。ここは，2 aor.，中動
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わたしたちが，この世の命の中で キリストに希望をかけただけだとす

れば，どんな人間よりもわたしたちは惨めな存在です 。

20しかし，今や，キリストは，死者たちの中から，眠りについた者た

ちの初穂として立ち上がらせられたのです。21実際，一人の人間をとお

して死が生じた のですから，やはり一人の人間をとおして死者たちの

復活 も生じるのです。22すなわち，アダムとの関係で すべての人が

死ぬのと同じように，キリストとの関係ですべての人が命を与えられ

る ことになるのです。 23しかし，各自，自分の順序で ，すなわ

ち，初穂がキリスト，次に，キリストに属する人々がキリストの再臨の

ときに ，24次いで，終り（がやって来ます）。そのとき，（キリスト

は），支配権を神に，すなわち御父に引き渡し，同時に ，あらゆる権

力，あらゆる権威と力を 無力にするのです 。25なぜなら，「（神が）

相，３人称，複数。

「この世の命の中で」と訳したのは，en te zoe taute。taute のニュア

ンスを出すには，「今生の命で」，「現世で」，「この世の生で」，「地上の人生で」

などと意訳するのが順当。「この人生において」（フランシスコ会聖書研究所

訳）は上手い意訳。

「どんな人間よりもわたしたちは惨めな存在です」と訳したのは，

eleeinoteroi panton anthro-pon esmen。直訳は，「すべての人間たちよりも

わたしたちは一層惨めです」，「どんな人間たちよりもわたしたちは惨めで

す」。

創世記3：17～19，ローマ5：12，参照。

「死者たちの復活」と訳したのは，anastasis nekron。なお，原文には，「生

じた」，「生じる」に相当する動詞は当然ない。日本語では，「生じる」，「到来

する」，「もたらされる」などを補わないと文章の体をなさない。

「アダムとの関係で」と訳したのは，en to Adam。次に出る「キリストと

の関係で」も，やはり，en to Christoi。ここのenを，フランシスコ会聖書

研究所訳は「に連なって」と，新共同訳は「によって」と，訳す。

「命を与えられることになる」と訳したのは，zoopoiethesontai＜zo

opoieo「生かす，命を与える」。受動相，未来，３人称，複数。

１テサロニケ15～17，参照。

１テサロニケ4：15～17，参照。

この「同時に」は，同じ節の前半 telos「終わり」の直後に出るhotan「そ

のとき」と同じ単語を訳したもの。

「あらゆる権力，あらゆる権威と力を」と訳したのは，pasan archen kaı
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すべての敵をその足の下に置くまでは」 ，キリストが支配することに

なっている からです。26最後の敵として，死が無力にされます 。27

なぜなら，「（神は）すべてのものをその足の下に従わせた」 からです。

しかし，すべてのものが従わせられたと言うとき，明らかなのは ，す

べてのものを彼に従わせた方を除くことです。28そして，すべてのもの

が彼に従うとき，御子ご自身［も］，すべてのものを彼に従わせた方に従

うでしょう。それは，神がすべてにおいてすべてとなられるためです。

29もしそうでなければ，何をしていることになりますか，死者たちの

ために洗礼を受ける人々は。もし，そもそも，死者たちが立ち上がらせ

pasan exousıan kaıdynamin。これらは，いずれもこの世の権力や権威で

はなく霊的な宇宙的諸力を指している。ガラテヤ4：3には，tastoicheıa tou

kosmou「世界の諸要素，宇宙の諸元素」として類似の異教的崇拝対象が言及

されている。ちなみに，われわれの箇所に出ている権力，権威，力は，後

に，権天使，能天使，力天使として，他の諸々の天的存在とともに天上の位

階にその場を与えられ，秩序立てられて行くことになる。紀元後６世紀初め

の『天上位階論』（ディオニュシオス偽書）を参照。

「無力にするのです」と訳したのは，katargese。同じ動詞は，1：28，2：

6，6：13（以上，「無力にする」），13：8（２回），10（以上，受動相で「廃れ

る」），11（現在完了で「止めにした」），15：26に出る。なお，この他，ロー

マに６回，２コリントに４回，ガラテヤに３回。

LXX訳詩編109：1（マソラ同110：1），参照。LXX訳は，heos an tho

tous echthrous sou hypopodion ton podon sou「わたしがあなたの敵をあ

なたの足の足台とするまで」。なお，パウロによる引用は，the (pantas)tous
 

echthrous hypo tous podas autou。

「キリストが支配することになっている」と訳したのは，deı…auton
 

basileuein。autonは，23節のChristosを受け，deıに支配されているため

accusativus cum infinitivoとなっている。

「無力にされます」と訳したのは，katargeıtai。「無力なものにされます」

（本田訳）。「滅ぼされます」（フランシスコ会聖書研究所訳，前田訳，新改

訳，新共同訳）ももちろん可能。「たおされる」（バルバロ訳），「無効にされ

る」（田川訳）。他に「壊滅させられる」（青野訳）など。

LXX訳詩編8：7，参照。LXX訳は，panta hypetaxas hypokato ton
 

podon autou「すべてのものを従わせて彼の足の下に置いた」。なお，パウロ

による引用は，panta (gar)hypetaxen hypo tous podas autou。

「明らかなのは，…ことです」と訳したのは，delon hoti。原文でdelonが

先に来ている文章の流れを活かして訳した。
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られないのであれば，なぜ，彼らのためにあえて洗礼まで人々は受ける

のでしょう 。 30なぜ，わたしたちもまた，絶えず危険を冒すのでしょ

うか。31日々，わたしは死んでいるのです 。あなたがたに対する誇り

にかけて（誓って言います) ，［兄弟のみなさん］，わたしたちの主キリ

スト・イエスにあってわたしたちが持っているその誇りにかけて。32も

し，人間のことでわたしがエフェソスで野獣と闘った とすれば，何が

わたしの得になるでしょう。もし，死者たちが立ち上がらせられないの

であれば，「食べよう，飲もう。明日は死ぬのだから」 （となるはずで

す）。33惑わされてはいけません 。

「悪しき付き合いは，良い習慣を滅ぼす」 のです。

34正しく酔いから覚めて ，罪を犯さずにいなさい。なぜなら，ある者

たちは神についての無知を持っているからです 。あなたがたに敬意を

「あえて洗礼まで人々は受けるのでしょう」と訳したのは，kaı

baptızontai。「あえて…まで」にkaıのニュアンスを込めた。

ローマ 8：36に おける LXX訳詩編 43：23の 引 用 heneken sou

thanatoumetha holen ten hemeran「あなたのために，わたしたちは一日中

死にさらされており」を参照。１コリント4：9，２コリント4：10～11も参

照。

「あなたがたに対する誇りにかけて（誓って言います）」と訳したのは，ne

ten hymeteran kauchesin。断言や誓いの際に使う不変化詞neは，いわゆる

hapaxlegomenon。

具体的な体験は詳らかでないが，２コリント1：8～9，参照。

LXX訳イザヤ22：13，参照。この箇所のパウロの記憶はLXX訳原文と

一致している。

6：9に同じ句が出ていた。

原文は，phtheırousin ethechrestahomilıai kakaı。メナンドロスの失わ

れた喜劇『タイス』からの引用とされる。「習慣」と訳したのは，いわゆる

ethosエートスである。homiliaは，「交際，付き合い，交わり」。この文章

は，パウロの真筆では聖書以外からの唯一の引用。

「正しく酔いから覚めて」と訳したのは，eknepsate dikaıos。eknepho＜

ek＋nepho「酔っていない，酒を飲まない，しらふである」。1 aor. 命令，

２人称，複数。なお，前置詞に由来する接頭辞ekは，強意。nephoの比喩的

使用については，１テサロニケ5：6，8，参照（前者は，gregoromen kaı

nephomen「目覚めたまま，酔わずにいましょう」）。Dikaıosは，「しっかり

と」とも訳しうるが，そのまま「正しく」と直訳した。
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払って，わたしは言っているのです 。

復活のからだ>

35それでも，ある者は言うでしょう。「どんな仕方で，死者たちは立ち

上がらせられるのか」，また，「どんなからだで彼らはやって来るのか」，

と。36無分別な人だ。あなたが蒔くものは，死ななければ命を与えられ

はしない のです。37また，あなたが蒔くものは，成長する前のからだ

ではなく ，むしろ，裸の種粒を蒔くのです。麦の種であれ，他のどん

なものの種であれ（そうです）。38そこで，神はその種粒に，ご自分が望

まれたとおりに からだを与えるのですが，一粒一粒の種にそれぞれ固

この部分は，あえて直訳した。通常は，「ある者たちは神について知識を

もっていない」のように訳される。ただ，ここに，パウロが皮肉を込めてい

るとすると，むしろ，ある者たちが持っていると主張しているのは，「神につ

いての知識」などではなく，「神についての無知」に過ぎないのだ，というニュ

アンスであろうから，一応，私訳では，agnosian theouを直訳することを優

先した。なお，gar「なぜなら」は，「わたしがこう言うのは」という含み。

6：5，参照。むしろ，「あなたがたのためを思って，わたしは言っているの

です」くらいが適訳か。田川訳「これを言うのは，ああなたがたのためであ

る。」田川，274～275頁，参照。

ヨハネ12：24のよく知られた文章，ean meho kokkos tou sıtou peson
 

eis ten gen apothane, autos monos menei・ ean de apothane, polyn
 

karpon pherei.「一粒の麦は，地に落ちて死ななければ，一粒のままであ

る。だが，死ねば，多くの実を結ぶ。」を想起させる。

「あなたが蒔くものは，成長する前のからだではなく」と訳したのは，ho

speıreis,ou tosoma togenesomenon。tosoma togenesomenonは，若干

訳しにくい語。「成るであろうからだ」（青野訳）がまさに直訳。「やがて成る

べきからだ」（協会訳），「やがて成るべき体」（田川訳），「出来るであろう体」

（前田訳），「後にできるからだ」（新改訳），「後でできる体」（新共同訳），「の

ちに生まれる体」（バルバロ訳），「後で成熟する『体』」（フランシスコ会聖書

研究所訳），「やがて現れる姿」（本田訳），「結実した実」（柳生訳）。パウロが

言わんとするのは，われわれが蒔くのは，これから成長してゆく極小のから

だではなく，裸の種粒に過ぎないということである。であればというわけ

で，「成長する前のからだ」と思い切って意訳したのが私訳。

「ご自分が望まれたとおりに」と訳したのは，kathos ethelesen。同じ句

が，12：18にも出る。
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有のからだを （与えるのです）。 39すべての肉が同じ肉というわけ

ではなく，むしろ，人間の肉，家畜の肉，鳥の肉，魚の肉 はそれぞれ

違います。40また，天上のからだがあり，地上のからだがありますが，

しかし，天上のからだの輝きと地上のからだのそれは異なります。41太

陽の輝きが違い，月の輝きも違い，星の輝きも違います。実際，ある星

と他の星とでは，輝きが違います 。

42死者たちの復活もこのようなものです 。朽ちるものとして蒔か

れ，朽ちないものとして立ち上がらせられ ，43恥ずべきものとして蒔

かれ，輝かしいものとして立ち上がらせられ ，弱いものとして蒔か

れ，力あるものとして立ち上がらせられる のです。44蒔かれるのは生

き物としてのからだで，立ち上がらせられるのは霊的なからだです 。

もし，生き物としてのからだがあるのなら，霊的な（からだ）もあるの

「一粒一粒の種にそれぞれ固有のからだを」と訳したのは，hekasto ton
 

spermaton ıdion soma。

「家畜の肉」，「鳥の肉」は，それぞれ，sarx ktenon,sarx ptenonで，語

呂合わせになっている。なお，ptenos「鳥」＜petomai「飛ぶ」。レビ記11：

13～19に列挙されている汚れた「鳥類」の最後に「こうもり」が出ているの

を思い出す。

「実際，ある星と他の星とでは，輝きが違います」と訳したのは，aster gar
 

asteros diapherei en doxe。もちろん，「輝きが違います」は，直訳では「輝

きにおいて違います」。

「死者たちの復活もこのようなものです」と訳したのは，Houtos kaıhe

anastasis ton nekron。この houtosは，論理的には，35節の pos「どんな仕

方で，死者たちは立ち上がらせられるのか」という疑問に対応する「このよ

うに」である。

「朽ちるものとして蒔かれ，朽ちないものとして立ち上がらせられ」と訳し

たのは，speıretai en phthora,egeıretai en aphtharsıa。直訳すると「朽

ちるものにおいて蒔かれ，不朽性のうちに立ち上がらせられる」。

「恥ずべきものとして蒔かれ，輝かしいものとして立ち上がらせられ」と訳

したのは，speıretai en atimıa,egeıretai en doxe。

「弱いものとして蒔かれ，力あるものとして立ち上がらせられる」と訳した

のは，speıretai en astheneıa,egeıretai en dynamei。

「蒔かれるのは生き物としてのからだで，立ち上がらせられるのは霊的な

からだです」と訳したのは，speıretai soma psychikon, egeıretai soma
 

pneumatikon。
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です。45それで，また，次のように書かれているのです。「最初の人アダ

ムは，命ある生き物となった」 が，最後のアダムは命を与える 霊と

なった，と 。46しかし，最初（にあったの）は，霊的な（からだ）で

はなく，むしろ，生き物としての（からだ）であり，次に霊的な（から

だが生じるのです) 。47最初の人は土に由来し 塵から造られた者，

第二の人は天に由来する者です。48塵から造られた者に当てはまること

は，そのまま，塵から造られた者たちにも当てはまり，天に属する方に

「最初の人アダムは，命ある生き物となった」と訳したのは，houtos kaı

gegraptai・ egeneto ho protos anthropos Adam eis psychen zosan。LXX
訳創生記2：7からの引用だが，原文は，egeneto ho anthropos eis psychen

 
zosan。見て分かるように，パウロはho anthroposを ho protos anthropos

 
Adamに替えている。私訳では，psychikos「生き物としての」との意味上の

関連を示すためにpsycheを「生き物」と訳した。両者の関連を訳語に反映さ

せることに苦心する翻訳者泣かせの単語。ちなみに，psychikosの訳語を列

記すれば，「肉の」（協会訳，前田訳），「動物的な」（バルバロ訳），「自然の命

の」（フランシスコ会聖書研究所訳，新共同訳），「自然的な」（青野訳），「（自

然的）生命の」（田川訳）。「心情的な」（本田訳）はpsychikosの意味領域の

かなりの部分を捉えていない。柳生訳は，42～49節の一まとまりの文脈の中

でも「肉の」，「肉的・自然的」と訳語に揺れが見られる。

「命を与える」と訳したのは，zoopoiounという中性分詞。

45節の訳は，パウロが読ませようとしているとおりの続き具合を尊重し

ている。われわれが読む校訂版のテクストでは，引用と見なされる文章がイ

タリックになっているが，もともと口述筆記された手紙にも，それを基に作

られた手紙の写しにも，そのような違いは当然なかった。その点を考慮して

読んでみると，後半の「最後のアダムは，命を与える霊となった」までを書

かれたものとして読ませようとしているパウロの姿が透けて見えるような

気がするのである。テクスト・クリティックはけっこう曲者である。

この節の原文は，次のとおり。All’ou proton to pneumatikon alla to

psychikon,epeita to pneumatikon。自明の動詞estınおよび名詞 somaが

省略されている。

「土に由来し」と訳したのは，ek ges。「塵から造られた」は，形容詞

choıkos＜chous「塵，塵芥，埃」。次に出る「天に由来する」は，ex our-

anou。なお，48，49節の「塵から造られた」もchoıkosの，「天に属する」

はepouraniosの，それぞれ変化形。「地に由来し塵から造られた」の背景に

は，当然，LXX訳創世記2：7の eplasen ho theos ton anthropon choun
 

apo tes ges「神は，土から取った塵で人を形づくり」という記述がある。
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当てはまることは，そのまま，天に属する者たちにも当てはまりま

す 。49そして，わたしたちは，塵から造られた者の似像 を着てい

た ように，天に属する方の似像をも着ることになるでしょう。

50さて，わたしはこう言います。兄弟のみなさん，肉と血は神の国を

相続することができないし，朽ちるものは朽ちないものを 相続しない

のです。51見よ，一つの神秘をあなたがたに告げます。わたしたちは，

全員が眠りにつくわけではありません。しかし，全員が変えられるので

す 。52たちまち，瞬く間に，最後のラッパとともに。すなわち，最後

のラッパが鳴り響くと ，死者たちは立ち上がらせられて朽ちないもの

とされ，わたしたちは変えられるのです。53なぜなら，必ずや，この朽

ちるべきものが朽ちないものを着，この死すべきものが不死なるものを

着ることになる からです。54また，この朽ちるべきものが朽ちないも

「…に当てはまることは，そのまま，…にも当てはまり」と意訳したのは，

hoıos…,toioutoi kaı…という表現。原文の順番を生かしたかったので，意

訳せざるを得なかった。

「似像」は，eikon。「かたち（姿，像），うつし（似像，似姿），原像，肖

像」。いわゆる，イコン，アイコンの語源。LXX訳創世記5：3，kaıegennesen
 

kata ten idean autou kaıkata ten eikona autou kaıeponomasen to

onoma autouSeth.「（アダムは）自分の姿に似せ自分のかたちに似せて子を

もうけ，その子をセトと名づけた」，参照。idea,eideaは，目で見た「姿，

外貌，様子」を指す。

「着ていた」と訳したのは，ephoresamen＜phoreo「（持続的に）持ち運

ぶ，（常態的に）着る，身に着ける，まとう，帯びる」。1 aor. １人称，複

数。節後半に，未来形が出る。

ここも，42節同様，前者がhephthora，後者がheaphtharsıa。

「変えられるのです」と訳したのは，allagesometha＜allasso「変える，変

化させる，代える，取り替える」。受動相，未来，１人称，複数。

「最後のラッパが鳴り響くと」と訳したのは，en te eschate salpingi。１

テサロニケ4：16に，en salpingi theou「神のラッパの（響く）中を，神の

ラッパが鳴り響くと」という句が出る。いずれにしても，本章の23節とこの

51～53節の背景には，１テサロニケ4：15～17節に描かれた間近に迫った

キリストの再臨へのパウロの強い期待感がある。なお，マタイ24：31には，

kaıaposteleıtous angelous autoumetasalpingos megales,「（人の子は）

その御使いたちを大きなラッパの響きとともに遣わす」という文章が出てく

る。
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のを着，この死すべきものが不死なるものを着るとき，まさにそのとき，

書かれている（次の）言葉が実現します。

「死は勝利に呑み込まれた 。

55死よ，どこにあるのか，お前の勝利は。

死よ，どこにあるのか，お前の刺は。 」

56ところで，死の刺は罪であり，また，罪の力は律法です 。57しか

し，神に感謝，神はわたしたちの主イエス・キリストをとおしてわたし

たちに勝利を与えてくださるのです 。 58だから，わたしの愛する

兄弟のみなさん，確固とした態度で，何事にも動かされず，いつも主の

業に満ち溢れるようになりなさい 。あなたがたは，主にある限り自分

「必ずや…着，…着ることになる」と訳したのは，Deı…endynasthai…,…

endynasthai…。また，「この朽ちるべきもの」は to phtharton touto，「朽

ちないもの」はaphtharsıa（直訳「不朽性」。「この死すべきもの」は tothneton
 

touto，「不死なるもの」はathanasıa（直訳「不死性」）。２コリント5：4の

kaıgar hoi ontes en to skenei stenazomen baroumenoi, eph’ho ou
 

thelomen ekdysasthai all’ependysasthai,hına katapothe tothneton hypo

tes zoes.「実際，この幕屋の中にあってわたしたちは重荷を負って呻いてい

ますが，それを脱ぎたいからではなく，その上に着たいからです。そうすれ

ば，死すべきものは命によって呑み込まれてしまうからです。」という文章も

参照。

LXX訳イザヤ25：8，参照。その冒頭に，katepien ho thanatos ischysas
「力強い死は呑み込まれた」とあるが，おそらく単なる記憶に基づくものであ

ろう。

55節は，LXX訳ホセア13：14，参照。それは，pouhedıkesou,thanate;

pou to kentron sou, hade;「死よ，お前の罰はどこにあるのか。陰府よ，

お前の刺はどこにあるのか。」という二つの疑問文を含む。パウロは，54節

末のeis nıkos「勝利に」に合わせて，前半のhedıke「罰」を tonıkos「勝

利」に替え，後半のhaide「陰府よ」を前半に合わせて thanate「死よ」に替

えたものと思われる。

ローマ7：13，参照。

この節の原文は，to detheo charis to didonti hemın to nıkos dia tou

kyrıou hemon IesouChristou。叙述の流れを生かすために，charisの次に

出る関係代名詞与格を敢えて「神は」と訳し，分詞didontiを定動詞のよう

に訳した。

「確固とした態度で，何事にも動かされず，いつも主の業に満ち溢れるよう

になりなさい」と訳したのは，hedraıoi gınesthe, ametakınetoi, peris
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たちの労苦が決して無駄ではないことを知っているからです 。

16

聖なる人々のための募金>

１さて，聖なる人々のための募金 については，ちょうどわたしがガ

ラテヤの諸教会に命じたように，あなたがたもまた行ないなさい。２週

の初めの日ごとに，あなたがたは各自，うまくいっていればその分

を ，自分のもとに蓄えておきなさい。わたしが着いてはじめて募金が

seuontes en to ergo tou kyrıou pantote。定動詞は gınesthe＜gınomai。

命令法，２人称，複数。hedraıoi,ametakınetoi,perisseuontesはいずれも

分詞，複数，主格。perisseuontes gınestheの訳語については，「励みなさい」

（協会訳，新改訳，新共同訳），「励んでください」（前田訳）は，日本語とし

て分かりやすいが，perisseuoの元来の意味「溢れる，満ち溢れる，豊かであ

る」とはかなり隔たっている。「大いに精を出しなさい」（フランシスコ会聖

書研究所訳）も同様。「増進する」（田川訳）も今一つ分かりにくい。「満ち溢

れながら」（青野訳）は，gınestheと関係させずに訳したものだが，原意をそ

のまま生かしている。

「あなたがたは，主にある限り自分たちの労苦が決して無駄ではないこと

を知っているのですから」と訳したのは，eidotes hoti ho kopos hymon ouk
 

estin kenos en kyrıo。文法的には，分詞eidotesを，他の分詞同様 gınesthe
に関係づけることも不可能ではないが，やはり，ここは通常の分詞の用法と

採るのが順当なところ。「主にある限り」は，原文は単にen kyrıo「主にあ

る，主にあって」であるが，ニュアンスを重視すれば，こう訳すのがよいと

判断した。なお，１テサロニケ3：5，me pos …… eis kenon genetai ho
 

kopos hemon.「わたしたちの労苦が無駄になってしまわないため」，さら

に，LXX訳イザヤ65：23，hoi deeklektoımou ou kopiasousin eis kenon
……「わたしに選ばれた者たちは無駄に労することなく……」，参照。

エルサレムの教会のための募金を指す。ガラテヤ2：10，ローマ15：

25～28，２コリント８～９章，使徒言行録11：29，参照。いわゆるエルサレ

ム（使徒）会議の際に，ペトロが割礼ある者たちへの宣教を，パウロが無割

礼の者たちへの宣教を担うという宣教における役割分担の確認と同時に，パ

ウロに対してエルサレム教会の「貧しい者たち」のための募金の要請があっ

た。ただし，エルサレムの共同体をディアスポラの共同体が支えることは，

当時，既にユダヤ社会の慣例であった。

「うまくいっていればその分を」は，ho ti ean euodotaiの訳。「自分にう
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行なわれるなどということにならずに済むように。３わたしが着いたら，

あなたがたが吟味した人々を ，わたしは手紙を持たせて 送り出し，

あなたがたの恵みの賜物を エルサレムに持って行ってもらう積りで

す。４わたしも行くのがよければ，その人たちはわたしと一緒に行くこ

とになるでしょう。

旅行の計画>

５わたしは，マケドニアを通るときに，あなたがたのところに行きま

しょう 。６実際，マケドニアを通るので，あなたがたのところに，多

分滞在するでしょう。あるいは，冬を越すかもしれません。そうすれば，

たとえ，わたしがどこへ行くにせよ，あなたがたがわたしを送り出して

くれる ことになります。７というのは，わたしは，通りすがりにあな

まくいくだけのものを」（田川訳），「首尾よく儲けたものが何かあれば」（フ

ランシスコ会聖書研究所訳），「そのなしうるものを」（前田訳），「節約したも

のを」（バルバロ訳），「もしも〔仕事が〕順調ならば〔そこで得た金を〕なに

がしか」（青野訳），「収入に応じて」（協会訳，新共同訳），など。ニュアンス

は青野訳がよく伝えているが，やはり説明的過ぎる。

「あなたがたが吟味した人々を」は，hous ean dokimaseteの訳。dokimazo
は，「吟味検証する，検証吟味する」。3：13，11：28に変化形がそれぞれ出

る。「あなたがたが吟味し〔て選んだ〕人たちを」（青野訳），「あなたがたが

適任だと認めた人たちに」（フランシスコ会聖書研究所訳），「あなたがたから

承認された人たちに」（新共同訳），「あなた方が保証する人たちに」（田川

訳），など。

「手紙を持たせて」は，di’epistolonの訳。

「恵みの賜物を」は，ten charinの訳。ここのcharisの訳は様々。「恵み」

（田川訳），「好意」（青野訳），「厚意によるもの」（フランシスコ会聖書研究所

訳），「恵んでくれたもの」（バルバロ訳），「贈り物」（協会訳，前田訳，柳生

訳），「その贈り物」（新共同訳），など。「ご芳志」，「厚意のしるし」なども可

能。いずれにせよ，前もって集めた募金のこと。

使徒言行録19：21，２コリント1：16，参照。

「送り出してくれる」は，propempsete。propempoは，「旅支度を整えて

送り出す」意味で，食料や金銭の提供や船便の確保など，旅に必要な準備万

端と言ってもよい世話をして送り出すこと。実際，パウロは，この旅の途次

コリントで一冬を越し，その際，「ローマの信徒への手紙」を執筆したものと

思われる。パウロは直前に「たとえ，わたしがどこへ行くにせよ」と言って
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たがたに会うことはしたくありませんし，しばらくはあなたがたのとこ

ろに留まりたいと願っている からです。主がお許しになれば，です

が。８しかし，五旬祭 まではエフェソスに留まる積りです 。９なぜ

なら，わたしに向かって，大きな，しかも力強い働きのための扉が 開

いているからです。敵対する者も多いですが 。

10ティモテオス が着いたら，あなたがたのところで彼が不安にな

らないように ，注意しなさい。なぜなら，主の業 を，わたし同様，

彼も遂行しているからです。11だから，誰も，彼を軽んじることのない

ように，そして，彼を平和のうちに送り出し，わたしのところに帰って

来られるようにしてやりなさい 。わたしは，彼を待っています。兄弟

たちも一緒に 。 12しかし，兄弟アポロ については，強く 勧め

いるが，このとき既にローマ行きを計画していたのであろう。ローマ1：

10，15：23，参照。同15：24には，スペインへの宣教旅行の途中ローマに立

ち寄りたいという希望を，パウロは述べている。さらに，２コリント1：

15～16，参照。

使徒言行録20：2～3，参照。

過越祭（ペサハ）から五十日が経過した日（ペンテコステ）の祭り。「七週

祭」（シャブオット）という別称もある。

パウロが，この手紙をエフェソスで書いたとする根拠となる発言。

「わたしに向かって，大きな，しかも力強い働きのための扉が」は，thyra
…moi aneogen megalekaıenergesの訳。パウロは，エフェソスで自分の

宣教活動に大きな可能性が開けているのを強く実感したのである。

フィリピ1：28，参照。

使徒言行録16：1に，hyios gynaikos Ioudaıas pistes,patros deHellenos
「信者のユダヤ婦人の子で，ギリシア人の父親を持つ」とある。

「不安にならないように」は，hına aphobos genetaiの訳。

「主の業」to… ergon kyrıouは，15：58にも与格形で出ている。「業」to
 

ergonは，「遂行する」と訳したergazetai＜ergazomaiと同根の単語。

６節に出た「送り出す」同様，「旅支度を整えて送り出す」の意。パウロ同

様「主の業」に励むティモテオスがコリントス滞在中もエフェソスへの帰途

も，不安にならなずに済むように旅支度を整えて送り出してやってほしい，

とパウロは勧めている。「平和のうちに」en eirene が一層その意を強めてい

る。

「兄弟たちも一緒に」meta ton adelphonが，「わたしは待っています」

ekdechomaiにかかるのか，「彼を」autonにかかるのかは，田川が指摘する

とおり，判然としない。田川，382～383頁，参照。
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て，兄弟たちと一緒にあなたがたのところへ行くように仕向けたのです

が，今行く気は全然ありませんでした 。良い機会が訪れたときには，

行くでしょう。

最後の勧告と挨拶>

13目を覚まし，信仰のうちに堅く立ち，雄々しく，力強くありなさ

い 。14あなたがたの万事が愛によって行なわれるようにしなさい。

15そこで，あなたがた，兄弟たちに勧めます。あなたがたが知ってい

るステファナスの家はアカイヤの初穂 であり，聖なる人々に対する奉

仕を自ら引き受けてくれました 。16だから，あなたがたもまた，この

ような人々に従いなさい，さらに共に働き，労苦しているすべての人々

にも。17ステファナス，フォルトゥナトゥス，そしてアカイコスが一緒

使徒言行録18：24に，Ioudaıos de tis Apollos onomati, Alexandreus
 

to genei, aner logois, katentesen eis Épheson, dynatos on en taıs
 

graphaıs.「アポロという名のユダヤ人で，アレクサンドリア生まれのある雄

弁家がエフェソスにやって来たが，彼は聖書に精通していた。」とある。

「強く」は，pollaの訳。

「今行く気は全然ありませんでした」は，pantos ouk en thelema hına nyn
 

elthe の訳。thelemaは，「…したいと思う気持ち，意欲，意志」。

「目を覚まし，信仰のうちに堅く立ち，雄々しく，力強くありなさい」は，

Gregoreıte,stekete en te pıstei,andrızesthe,krataioustheの訳。動詞は４

つとも命令法。原文の語呂を重視して，こう訳した。なお，「目を覚ましてい

なさい」については，１テサロニケ5：6の他，マタイ24：42，25：13，26：

38，41，マルコ13：35，37，38，使徒言行録20：31，参照。「堅く立ちなさ

い」については，ガラテヤ5：1，フィリピ1：27，4：1，１テサロニケ3：

8を，それぞれ参照。andrızomaiは，hapaxlegomenon。krataioomaiも新

約では４例のみ。ただし，詩編27：14（LXX26：14），31：25（LXX30：

25）に「雄々しくあれ，心を強くせよ」という句が，また， マカバイ2：

64に「律法をよりどころとして雄々しく強くあれ」という句が出ている。

1：16，参照。

「聖なる人々に対する奉仕を自ら引き受けてくれました」は，eis diakonıan
 

toıs hagıois etaxan heautousの訳。より直訳的なのは青野訳（「聖なる者た

ちへの奉仕のために自分たち自身を献げた」。新共同訳は思い切った意訳で

「聖なる者たちに対して労を惜しまずに世話をしてくれました」。私訳は田川

訳（「聖者たちに仕える仕事を引き受けてくれた」）に近い。
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に居てくれることをわたしは喜んでいます 。それは，あなたがたの居

ない分をこの人たちが満たしてくれたからです 。18というのも，わた

しの霊とあなたがたの霊に彼らが安らぎを与えてくれた からです。だ

から，このような人たちを，あなたがたは認めなさい 。

19あなたがたに，アシアの諸教会が挨拶しています 。あなたがた

に，アキュラとプリスカ が，彼らの家の教会 とともに，主にあって

熱心に 挨拶しています。20あなたがたに，すべての兄弟たちが挨拶し

「一緒に居てくれることをわたしは喜んでいます」は，chaıro de epıte

parousıa の訳。

「それは，……からです」は，理由を表す接続詞hotiの訳。また，「あなた

がたの居ない分を」は，tohymeteron hysteremaの訳。「あなたがたの欠け

たところを」（青野訳），「あなた方の欠けたところを」（田川訳），「あなたが

たがこちらにいないことを」（フランシスコ会聖書研究所訳），「あなたがたの

いないときに」（新共同訳）。

「わたしの霊とあなたがたの霊に彼らが安らぎを与えてくれた」は，ane-

pausan toemon pneuma kaıi tohymonの訳。anapauoは，「休ませる，休

息を与える，元気づける」だが，フランシスコ会聖書研究所訳や新共同訳が

採用している「元気づける」という訳語は，日本語のニュアンスとしては若

干正確さに欠ける。「休ませて元気を取り戻させる」のであって，単に「元気

づける」のではない。

「あなたがたは認めなさい」は，epiginosketeの訳。epiginoskoは 13：12

にも出るが，文脈上「完全に認識する」という訳語を用いた。

「挨拶しています」と訳したのは，Aspazontai。「よろしく」（協会訳，バ

ルバロ訳），「よろしくと言っています」（フランシスコ会聖書研究所訳，新共

同訳，本田訳），「よろしく申してます」（前田訳），「あいさつを送る」（柳生

訳），「挨拶を送る」（青野訳），「挨拶している」（田川訳）。私訳で「挨拶して

います」を採用したのは，20節前半aspazontai hymas hoi adelphoıpantes
と後半Aspasasthe allelous en philemati hagıoiとで，同じ動詞aspazomai
に同じ訳語を使いたかったからである。

ローマ16：3に，Prıskan kaıAkylan tous synergous mou en Christoi
 

Iesou,「キリスト・イエスにあってわたしの同労者であるプリスカとアキュ

ラ」とある。「わたしの同労者である」はむしろ，「わたしと共に働く」のよ

うに動詞的に訳した方が，日本語として座りが良いかもしれない。

「彼らの家の教会」と訳したのは，te kat’oıkon auton ekklesıa。ロー

マ16：5にも対格形で出る。フィレモン２には，te kat’oıkon souekklesıa
「あなたの家の教会」という句が出る。

「熱心に」は，pollaの訳。「大いに」（田川訳），「幾重にも」（青野訳），フ
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ています。あなたがたも聖なる接吻によって互いに挨拶を交わしなさ

い 。

21（これは）わたしパウロの手になる 挨拶。22もし，主を愛さない

者がいるなら，呪われよ 。マラナタ 。23キリスト・イエスの恵み

が，あなたがたとともに （あるように）。24わたしの愛が，キリスト・

イエスにあって，あなたがたすべてとともに（あるように）。

ランシスコ会聖書研究所訳，新共同訳，本田訳は「くれぐれも」。

「互いに挨拶を交わしなさい」は，Aspasasthe allelous en philemati hagıo
の訳。ローマ16：16，２コリント13：12，１テサロニケ5：26の他，１ペト

ロ5：14も参照。

「わたしパウロの手になる」は，te eme cheirıの訳。ガラテヤ6：11に

も同じ句が現れている。通常，パウロは手紙を口述筆記していたが，結びの

勧告を敢えて自分の手で認めることがあった。フィレモン19，コロサイ4：

18，２テサロニケ3：17，参照。

「呪われよ」は，etoanathemaの訳。ガラテヤ1：8，9に，パウロが伝え

たものとは異なった福音を伝える者があれば，誰であれ「呪われよ」という

表現が，anathema estoの形で続けて２度出てくるし，ローマ9：3には，

「わたし自身，わたしの兄弟たち，つまり肉に基づくわたしの同族のためな

ら，呪われた者となってキリストから切り離されることさえずっと願ってき

た」という表現が出てくる。

marana thaの音写。「われらの主よ，来たりませ」，「われらの主よ，来て

ください」を意味するアラム語の短い祈願文。１テサロニケ4：15～17，１

コリント15：51～53などが示すとおり，パウロが宣教活動を展開していた

当時，キリストの再臨に対する待望は極めて強く，自分たちが生きているう

ちに「主はやって来る」と彼らは信じて疑わなかったのである。

ローマ16：20，２コリント13：13の他，ガラテヤ6：18，フィリピ4：

23，１テサロニケ5：28なども参照。
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